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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　見開きの状態で両側にそれぞれ１週間分の日付・時刻を表示した日付・時刻表示部と情
報を記入する情報記入部とが形成されているシステム手帳において、
　重ねられた７枚の用紙が順次ずらされて各用紙の表面側の上部および裏面側の下部に表
出した表出部に日付、時刻を表示する日付・時刻表示部が形成されるとともに、前記日付
・時刻表示部に連続して情報を記入する情報記入部が形成され、前記７枚の用紙からなる
セットが重ねられて綴じられ、各セットの間に各セットを仕切るとともに、前記セットを
めくる際に当該セットを支持する仕切用シートが設けられていることを特徴とするシステ
ム手帳。
【請求項２】
　　見開きの状態で両側のセットの上部に形成された日付・時刻表示部に１月から６月ま
での各週の日付が上方から下方へ順次表示され、前記見開きの次の見開きの状態で両側の
セットの下部に形成された日付・時刻表示部に７月から１２月までの各週の日付が、手帳
を逆にした状態で表面側と同じく上方から下方へ順次表示されていることを特徴とする請
求項１に記載のシステム手帳。
【請求項３】
　　見開きの状態で両側のセットの上部に形成された日付・時刻表示部と、前記見開きの
次の見開きの状態で両側のセットの下部に形成された日付・時刻表示部にそれぞれ各週の
日付が上方から下方へ順次連続して表示されていることを特徴とする請求項１に記載のシ
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ステム手帳。
【請求項４】
　　見開きの状態で一方の側のセットの上部に形成された日付・時刻表示部と他方の側の
セットの下部に形成された日付・時刻表示部にそれぞれ各週の日付が上方から下方へ順次
連続して表示されていることを特徴とする請求項１に記載のシステム手帳。
【請求項５】
　　日付・時刻表示部の端に日付、曜日が表示され、時刻が横方向に表示されていること
を特徴とする請求項１～４のいずれかに記載のシステム手帳。
【請求項６】
　　仕切用シートが各用紙の日付・時刻表示部を隠さない大きさであることを特徴とする
請求項１～５のいずれかに記載のシステム手帳。
【請求項７】
　見開きの状態で１ケ月分の日付を表示した日付表示部と情報を記入する情報記入部とが
形成されているシステム手帳において、
　重ねられた５枚の用紙が順次ずらされて各用紙の表面側の上部および裏面側の下部に表
出した表出部に日付を表示する日付表示部が形成されるとともに、前記日付表示部に連続
して情報を記入する情報記入部が形成され、前記５枚の用紙からなるセットが重ねられて
綴じられ、各セットの間に各セットを仕切るとともに、前記セットをめくる際に当該セッ
トを支持する仕切用シートが設けられていることを特徴とするシステム手帳。
【請求項８】
　見開きの状態で両側のセットの上部に形成された日付表示部に１月から６月までの各月
の日付が週毎に上方から下方へ順次表示され、前記見開きの次の見開きの状態で両側のセ
ットの下部に形成された日付表示部に７月から１２月までの各月の日付が、手帳を逆にし
た状態で前の見開きと同じく週毎に上方から下方へ順次表示されていることを特徴とする
請求項７に記載のシステム手帳。
【請求項９】
　　見開きの状態で両側のセットの上部に形成された日付表示部の日付と、前記見開きの
次の見開きの状態で両側のセットの下部に形成された日付表示部にそれぞれ各月の日付と
が週毎に上方から下方へ順次連続して表示されていることを特徴とする請求項７に記載の
システム手帳。
【請求項１０】
　　情報記入部に時刻が縦方向に表示されていることを特徴とする請求項７～９のいずれ
かに記載のシステム手帳。
【請求項１１】
　　仕切用シートが各用紙の日付表示部を隠さない大きさであることを特徴とする請求項
１～１０のいずれかに記載のシステム手帳。
【請求項１２】
　　仕切用シートがセットと同じ大きさの透明シートに重ねられていることを特徴とする
請求項１～１０のいずれかに記載のシステム手帳。
【請求項１３】
　　各セットの最上位の用紙の上縁および最下位の用紙の下縁にそれぞれ見出し片が設け
られていることを特徴とする請求項１～１２のいずれかに記載のシステム手帳。
【請求項１４】
　　仕切用シートの縁に見出し片が設けられていることを特徴とする請求項１～１３のい
ずれかに記載のシステム手帳。
【請求項１５】
　見出し片に見開きの２週間の初日と最終日の日付が表示されていることを特徴とする請
求項１３または１４に記載のシステム手帳。
【請求項１６】
　見出し片に見開きの月が表示されていることを特徴とする請求項１３または１４に記載
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のシステム手帳。
【請求項１７】
　綴じ孔を有するカードを用紙に重ねて綴じ込み可能なリング綴じ具を有することを特徴
とする請求項１～１６のいずれかに記載のシステム手帳。
【請求項１８】
システム手帳の表紙の見開きに、重ねられた用紙が順次ずらされて各用紙の表面側の上部
および裏面側の下部に表出した表出部に月を表示する月表示部が形成されるとともに、前
記月表示部に連続して情報を記入する情報記入部を形成したカレンダーが綴じられている
ことを特徴とする請求項１～１７のいずれかに記載のシステム手帳。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、１日の予定、出来事などの情報を記入できる用紙を７枚重ねてセットにし、
セットの表面側と裏面側にそれぞれ１週間分を表示したシステム手帳に関する。
【背景技術】
【０００２】
　　従来のシステム手帳は、見開き状態で左右のページのそれぞれに１週間の日数が罫線
で区分けされあるいは左右の２ページにわたり１週間の日数が罫線で区分けされ、区分け
ごとに日付が表示されるとともに、余白を記入欄とした綴込み用紙が綴じられている。各
記入欄にその日の行事、予定、仕事の内容、出来事などの情報が記入される。
【０００３】
　　従来のシステム手帳では、記入しようとする情報量が多いと、綴込み用紙の区分けさ
れた記入欄のスペースが狭いため情報の記入に限界があるため、複数枚のメモ用の綴込み
用紙が綴込み用紙の後に綴じられている。
【０００４】
　　メモ用の綴込み用紙に記入されている該当する日付の情報を見たい場合、日付を表示
した綴込み用紙とメモ用の綴込み用紙が別々に綴じられているため、ひとつの事柄でも断
片的な情報の記入とならざるをえず、該当する日付の情報が記入されているページを探し
て開かなくてはならないので、綴込み用紙とメモ用の綴込み用紙との記入スペースの一覧
性が悪かった。そのため、双方の用紙の突合せに手間がかかる不便さがあった。
【０００５】
　　そこで、前述の不便さを解決するため、特許文献１（実用新案登録第３１１８５６７
号公報）のシステム手帳では、日付を表示した綴込み用紙にメモ等記入用の増設用紙を折
り畳み自在に連設して、一覧性の良いメモ等記入スペースを増設することが開示されてい
る。このシステム手帳用の綴込み用紙は、記入しておく必要のある情報量が多くなって綴
込み用紙の記入欄では記入スペースが足りなくなった場合に、折り畳まれた増設用紙を伸
展することにより、増設されたメモ等記入スペースを使用して記入することができるので
、メモ用の綴込み用紙を綴じる手間を省くことができる、というものである。さらに、増
設されたメモ等記入欄を有する用紙は綴込み用紙のすぐ横に連設されているので、一覧性
がよく、記入事項の比較を効率的に行うことができる、というものである。
【０００６】
　　しかしながら、前記特許文献１に記載されたシステム手帳では、折り畳可能な増設用
紙の加工に手間がかかるという問題がある。また、増設用紙を伸展して手帳からはみ出す
ので、そのはみ出し部分は裏面側の凹凸により記入しづらい場合がある。
【０００７】
　また、１枚の綴込み用紙には従来と同様に１週間が日付ごとに区分けされてまとめて表
示されており、この綴込み用紙に連設された増設用紙に情報量が多くて収まらずに異なる
日付の欄に記入せざるを得なくなったりすることがある。このため、日付ごとの情報を容
易にかつ的確に整理しにくく、また情報の検索にも手間がかかる。
【０００８】
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　　以上のとおり、従来のシステム手帳は、主に日時で数日分に区分けされた平面のスペ
ース内に、タイトルおよびその詳細を記載しようとするために、記載スペースに限界があ
る。これらを解決するためには、折りたたみ式の紙の使用、ポストイットなどの貼付け機
能を持つメモ紙を使用したり、あるいは、別のページのスペースに書き加えたりするなど
の方法が採用されてきたため、ひとつの事柄でも、断片的な表示にならざるを得ず、効率
的ではなかった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】実用新案登録第３１１８５６７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明は、用紙を重ねてセットにして、十分な記入スペースが確保でき、見開き状態に
して、記入した情報を時系列で俯瞰できるとうい機能を有し、かつ従来のシステム手帳の
操作性を落とすことのない使い易いシステム手帳を提供するものである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明によるウイクリーのシステム手帳は、同じサイズの用紙を前に順次重ねていき、
７枚をセットにして一週間単位とし、このセットをあたかも１ページとなるように取り扱
い、見開き両側の間に仕切用シートを挟んでおき、システム手帳を綴じた状態から開く場
合に、束ねた一週間分の用紙のセットがあたかも１ページとして両側に選り分けられるよ
うにする。さらに、仕切用シートに見出し片を設け、この見出し片に各週を識別するため
の、文字や符号を付けておくと、システム手帳を綴じた状態から開く場合に、この見出し
片を摘んで開くことにより、束ねた一週間分の用紙があたかも１ページとして容易に両側
に選り分けることができる。
【００１２】
　また、本発明によるマンスリーのシステム手帳もウイクリー手帳と同様に、見開き状態
の両側のそれぞれにおいて、同じサイズの用紙を前に順次重ねていき、両側のそれぞれの
７枚をセットにして１ヶ月単位とし、見開き状態のセットをあたかも１ページとなるよう
に取り扱い、見開き両側の間に仕切用シートを挟んでおき、システム手帳を綴じた状態か
ら開く場合に、一ケ月分の用紙のセットがあたかも１ページとして所望の月が選り分けら
れるようにする。さらに、仕切用シートに見出し片を設け、この見出し片に各月を識別す
るための、文字や符号を付けておくと、システム手帳を綴じた状態から開く場合に、この
見出し片を摘んで開くことにより、束ねた一ケ月分の用紙があたかも１ページとして容易
に開くことができる。
【００１３】
　具体的には、本発明のシステム手帳は、ウイクリーの場合、見開きの状態で両側にそれ
ぞれ１週間分の日付・時刻を表示した日付・時刻表示部と情報を記入する情報記入部とが
形成されているシステム手帳において、重ねられた７枚の用紙が順次ずらされて各用紙の
表面側の上部および裏面側の下部に表出した表出部に日付、時刻を表示する日付・時刻表
示部が形成されるとともに、前記日付・時刻表示部に連続して情報を記入する情報記入部
が形成されて表面側と裏面側にそれぞれ１週間分が形成されているセットが重ねられて綴
じられ、各セットの間に各セットを仕切るとともに、前記セットをめくる際に当該セット
を支持する仕切用シートを設ける構成とすることができる。
【００１４】
　また、本発明のシステム手帳は、マンスリーの場合、見開きの状態で１ケ月分の日付を
表示した日付表示部と情報を記入する情報記入部とが形成されているシステム手帳におい
て、重ねられた５枚の用紙が順次ずらされて各用紙の表面側の上部および裏面側の下部に
表出した表出部に日付を表示する日付表示部が形成されるとともに、前記日付表示部に連
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続して情報を記入する情報記入部が形成され、前記５枚の用紙からなるセットが重ねられ
て綴じられ、各セットの間に各セットを仕切るとともに、前記セットをめくる際に当該セ
ットを支持する仕切用シートが設けられていることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明のシステム手帳により、次の効果が得られる。
（１）従来のシステム手帳が見開き状態の１ページあるいは２ページに１週間分を罫線で
日付ごとに区分けしてまとめているために、各日付の情報記入部のスペースが小さいのに
対して、本発明のシステム手帳は、１日に１枚の用紙を使用し、７枚の用紙で１週間分を
表示しているので、情報記入部のスペースを従来システム手帳に比べて大きく増やすこと
ができる。その結果、記入すべき情報が多くなっても情報記入部に記入可能となる。
【００１６】
（２）多くの情報を１枚の用紙に整理することができるので、場合によっては日付入りの
綴込み用紙とメモ用の綴込み用紙とを見比べる必要があった従来のシステム手帳に比べて
各段に使い易くなる。
【００１７】
（３）１日に１枚の用紙を使用し、用紙を重ねてセットにして情報記入部のスペースを大
きくして十分な記入スペースが確保されているので、見開き２週間にわたり、記入した情
報を週間の時系列と一日の時系列で俯瞰でき、情報を見渡しやすい。
【００１８】
（４）ずらされて重ねられている７枚の用紙からなるセットごとに仕切用シートが挟まれ
ているので、仕切用シートをめくるだけで検索する日付の用紙を一度に開くことができる
とともに、表出部のみの俯瞰もできるので、検索が容易となり使いやすい。
【００１９】
（５）１日に１枚の用紙を使用して情報記入部のスペースを大きくしているため十分な記
入スペースが確保できるので、日記帳としても利用できる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明のシステム手帳を見開きにした状態を示す斜視図。
【図２】本発明のシステム手帳７枚の用紙からなるセットの上下方向の概略断面図。
【図３】図１の見開きの状態からめくった次の見開きの状態を示す斜視図。
【図４】本発明のシステム手帳おいて所定の週の日付を開く状態を示す斜視図。
【図５】本発明のシステム手帳おいてセットの仕切りの別実施例を示す斜視図。
【図６】本発明のシステム手帳おいてセットの仕切りの別実施例を示す斜視図。
【図７】本発明のシステム手帳の日付の表示例を示す図。
【図８】本発明のシステム手帳の日付の別表示例を示す図。
【図９】本発明の別実施例のシステム手帳を見開きにした状態を示す斜視図。
【図１０】図９のシステム手帳おいて所定の日付を開く状態を示す斜視図。
【図１１】図９の見開きの状態からめくった次の見開きの状態を示す斜視図。
【図１２】仕切用しおりの例を示す図である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　本発明のシステム手帳の実施例について図を参照しながら説明する。
【実施例１】
【００２２】
　図１は本発明のシステム手帳を見開きにした状態を示す斜視図、図２は７枚の用紙から
なるセットの上下方向の概略断面図、図３は本発明のシステム手帳を図１の見開きの状態
からめくった次の見開きの状態を示す斜視図、図４は本発明のシステム手帳おいて所定の
週の日付を開く状態を示す斜視図である。
【００２３】
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　図１において、見開きの状態で左側および右側のそれぞれに、７枚の用紙１が重ねられ
てセットＳになっている。図２の断面図に示すように、セットＳの７枚の用紙１が順に下
側にずらされ、各用紙１の上部が表出されて順に表出部２が形成されている。用紙１がず
らされることにより同時に各用紙１の裏面側にも、図２や図３に示すように、同様に各用
紙１の下部が表出されて順に表出部２が形成される。
【００２４】
　７枚の各用紙１は同一の大きさであり、見開きの状態で左側および右側にそれぞれ７枚
の用紙で形成されるセットＳの紙面の大きさが平面視で見開き状態の手帳に収まる大きさ
となるように綴じられている。７枚をセットにして一週間単位とし、このセットをあたか
も１ページとして取り扱うことができる。なお、用紙１は、本実施例では同一の大きさで
あるが、同一の大きさでなく、勤務日や登校日の曜日の用紙を大きくして、他を小さくし
たりしてもよい。
【００２５】
　例えば、Ｂ５のファイル３でシステム手帳を作るときは、用紙はＡ６サイズの用紙１を
表出部２を露出させて７枚重ねて、最後の７枚目のカードは表出部２と情報記入部７が露
出された状態となる。縦が約２２．４センチ、横が約１５センチになり、表出部２の幅が
約１．８センチの大きさにする。
【００２６】
　システム手帳は、見開きの状態において、一方の側に１週間分、他方の側に次週分の合
わせて２週間分の日付を表示する。用紙のずれにより表出した表出部２は、日付、時刻が
表示される日付・時刻表示部２となる。
【００２７】
　図１に示す見開きでは、左側に２月の１１日～１７日の１週間分、右側に１８日～２４
日の次週分がそれぞれ表示されている。同時に、図３に示す次の見開きも、表出部２が年
月日、曜日、時刻を表示する日付・時刻表示部２となる。
【００２８】
　なお、本実施例では、図１に示す年前半である１～６月の週が表示されている見開きの
次の見開きである、図３に示す見開きは年後半である７～１２月の週が表示され、右側に
１１月の１７日～２３日の１週間分、左側に２４日～３０日の次週分がそれぞれ表示され
る。したがって、本実施例では、見開きにより、年前半である１～６月の週と年後半であ
る７～１２月の週が交互に表示されることになる。
【００２９】
　図１に示す見開きと図３に示す次の見開きは、用紙のずれる方向が逆となって表出部２
が上下逆方向に表出するので、日付の列は上下逆方向に表示されることになる。このため
、１年のすべての週の日付・時刻表示部が上方から下方へ並ぶようにして利用するため、
裏面側の７月から１２月までの週を利用する際には手帳を逆にして、日付・時刻表示部２
が上方から下方へ順次表示されるようにして利用する。
【００３０】
　　こうして１日に１枚の用紙１を使用して日付順に７枚の用紙を重ねたセットＳを順次
重ね、セットＳの表面側に表示される週と裏面に表示される週とを合わせて１年分が綴り
具に綴じられる。
【００３１】
　　用紙を綴じる手段は、本実施例ではファイル３の背表紙４に取り付けられた綴じ具の
リング５を用紙の一側に形成された綴じ孔６に通して綴じる。綴じ孔６の数は綴り具のリ
ング５の数に合わせて適宜設ける。リング綴じ具の場合、綴じ孔６を設けたカードを用意
しておくと、該当する曜日の用紙に重ねて綴じ込み、関連する情報を追加することが可能
となる。なお、用紙を綴じる手段は、リング綴じ具に限られず、糊付け、糸綴じなど公知
の綴じ手段により製本して手帳を形成してもよい。
【００３２】
　表出部２には、週識別するための文字や符号を表示する。本実施例では、図１および図
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３に示すように、表出部２は、年、日付、曜日は左側に表示し、時刻は幅方向に間隔をお
いて表示して日付・時刻表示部２を形成している。年、日付、曜日、時刻は、適宜レイア
ウトして表示することができる。なお、各曜日の色を変えることにより、曜日をわかりや
すくするとともに、手帳をカラフルにすることができる。
【００３３】
　　用紙１の日付・時刻表示部２に連続して、日々の行事、予定、仕事などの情報を記入
する情報記入部７が形成される。情報記入部７には罫線を設けて文字が記入しやすいよう
にしてもよい。
【００３４】
　　７枚の用紙１が重ねられた各セットＳの間には、各セットＳを仕切る仕切用シート８
が挟まれ、綴じられている。仕切用シート８は、セットＳを支持してめくることができる
ように剛性を有する樹脂シートや厚紙を使用する。仕切用シート８で隣り合うセットＳを
仕切ることにより、セットＳの用紙が他のセットＳの用紙と重なって混ざり合うことがな
く、また、セットＳを支持してめくって、所望の週を一度で開くことができる。
【００３５】
　　仕切用シート８は、セットＳを一度にまとめて開くことができる大きさにする。本実
施例では、セットＳの紙面とほぼ同じ大きさの仕切用シート８を使用しているが、セット
Ｓを支持してめくることができる大きさであればよい。
【００３６】
　　本実施例では仕切用シート８を透明シートにすることによりセットＳをめくった際に
下の日付・時刻表示部２が透けて見えるので、めくった週を容易に確認することができる
。
【００３７】
　　仕切用シート８をめくりやすくするため、仕切用シート８の縁に見出し片９を設ける
。各仕切用シート８の見出し片９は、見やすいようにずらして設ける。さらに、見出し片
９には、所定の週を容易に検索できるようにするため、見開きの２週間の初日と最終日の
日付を表示する。本実施例では、１月からの６月までの仕切用シート８の見出し片９を各
仕切用シート８の上縁に、７月から１２月までの見出し片９を各仕切り用カード８の下縁
に形成することにより検索しやすくなる。
【００３８】
　　なお、本実施例では仕切用シート８を透明シートにしているが、仕切用シート８を不
透明シートにしてメモ用紙として使用することができる。例えば、これから始まる予定を
、表は前半週のこと、後ろは後半週のことを書き込んだりまた、前週はピンク、後半週は
イエローといった色で区別したり、一ヶ月のカレンダーを書き込んで当該週を赤い枠で囲
んだりすることにより便利に使うことができる。また、めくった週についての過去の出来
事など各種の情報を印刷表示してもよい。
【００３９】
　本実施例のシステム手帳の使用方法は次のとおりである。
　仕切用シート８の、表示されている所定の週の、仕切用シート８の見出し片９を摘んで
めくると、見開きの状態において左側に１週間分、右側に次週分の合わせて２週間分が開
かれ、所定の週が現れる。さらに図４に示すように、所定の日付のページを開く。
【００４０】
　所定の日付の日付・時刻表示部２の時刻にしたがって予定等を記入する。詳細の情報を
記入する場合には、所定の日付の用紙１に重なっている用紙をめくって記入欄７を開いて
記入する。見開きの次週の見開きを開く場合、１月から６月までの週が表示されている側
の次の見出し片９を摘んでめくることにより、仕切用シート８が７月から１２月の２週間
分の見開き分の用紙を一度に返して、次の２週間分の見開きが開かれる。
【００４１】
　システム手帳を綴じ、再度記入する場合には、所定の週が表示されている仕切用シート
８の見出し片９を摘んでセットＳをまとめてめくることにより、所定の週が容易に開かれ
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る。次いで所定の日付の用紙１をめくる。
【００４２】
　１月から６月まで週の使用が完了すると、手帳を上下逆にして７月から１２月の週が開
かれるようにする。７月から１２月についても、前記要領に従って、所定の日付のセット
Ｓを開いて情報を記入する。
【００４３】
　図５は本発明のシステム手帳おいて仕切用シートの別実施例を示す斜視図で、図１と同
一部分には同一符号を付してその説明は省略する。
【００４４】
　図５において、各用紙１の日付・時刻表示部２を隠さない大きさの、実施例１の仕切用
シート８より小サイズの仕切用シート１０が上下に交互に各セットＳの間に挟まれる。仕
切用シート１０は各セットの間に各セットを仕切るとともに、前記セットをめくる際に当
該セットを支持できる大きさおよび剛性を有するシートを使用する。
【００４５】
　各仕切用シート１０の縁には見出し片１１をずらして設け、見開きの２週間の初日と最
終日の日付を表示する。
【００４６】
　１月からの６月までの仕切用シート１０の見出し片１１を上縁に、７月から１２月まで
の見出し片１１を下縁に形成することにより検索しやすくする。仕切用シート１０で７枚
の用紙からなるセットＳを一度に開くことができるので、検索すべき週を容易に開くこと
ができる。なお、仕切用シート１０には、実施例１と同様に、例えば、これから始まる予
定を、表は前半週のこと、後ろは後半週のことを書き込んだりまた、前週はピンク、後半
週はイエローといった色で区別したり、一ヶ月のカレンダーを書き込んで当該週を赤い枠
で囲んだりすることにより便利に使うことができる。
【００４７】
　本実施例のシステム手帳の使用方法は次のとおりである。
　仕切用シート１０の所定の週が表示されている見出し片１１を摘んでめくると、７枚の
用紙からなるセットＳが一度に見開かれて左側に１週間分、右側に次週分の合わせて２週
間分が開かれて所定の週が表示される。所定の日付の用紙をめくって予定等の情報を記入
する。
【００４８】
　システム手帳を綴じ、再度記入する場合には、前記要領に従って所定の週が表示されて
いる仕切り用カード１０の見出し片１１を摘んでめくることにより、所定の週が容易に開
かれる。
【００４９】
　表面側の１月から６月まで週の使用が完了すると、手帳を逆にして７月から１２月の週
が開かれるようにする。７月から１２月についても、前記要領に従って、所定の日付の用
紙に情報を記入することができる。
【００５０】
　本実施例では、その年のはじめから前半（１月ー６月）まで仕切用シート１０の表のみ
を使用してすすみ、仕切用シート１０を６月最週を使い切ったところで、システム手帳を
天地逆にして捲って後半部（７月－１２月）に移る。これはちょうど、今まで使った仕切
用シート１０の裏面を同じ要領で使うことになり、システム手帳全体の厚みの点から機動
性が得られる。
【００５１】
　なお、本実施例の仕切用シート１０とセットＳとの間にセットＳとほぼ同じ大きさの透
明シートを重ね、セットＳをめくる際に透明シートでセットＳ全体を支持するようにして
もよい。
【実施例２】
【００５２】
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　図６は本発明のシステム手帳おいてセットの仕切りの別実施例を示す斜視図で、図１と
同一部分には同一符号を付してその説明は省略する。
【００５３】
　本実施例では、図１に示す仕切用シート８に見出し片９を設けずに、セットＳの最上位
の用紙１２（週の初日の用紙）の上縁および最下位の用紙１３（週の最終日の用紙）の下
縁に見出し片１４を設け、各セットＳの見出し片１４が見やすいようにずらして設けた例
である。見出し片１４には見開きの２週間の初日と最終日の日付を表示する。
【００５４】
　本実施例のシステム手帳の使用方法は次のとおりである。
【００５５】
　１月から６月までの週が表示されている側は、最上位の用紙１２の見出し片１４を摘ん
でめくることにより、仕切用シート８が裏面側の７月から１２月の２週間分のセットＳを
一度に返して、１月から６月までの次の２週間分が開かれる。所定の日付の用紙をめくっ
て予定等の情報を記入する。
【００５６】
　システム手帳を綴じ、再度記入する場合には、前記要領に従って所定の週が表示されて
いる最上位の用紙１２の見出し片１４を摘んでめくることにより、所定の週が容易に開か
れる。
【００５７】
　表面側の１月から６月まで週の使用が完了すると、システム手帳を逆にして７月から１
２月の週が開かれるようにする。７月から１２月についても、前記要領に従って、所定の
日付の用紙に情報を記入することができる。
【実施例３】
【００５８】
　図７は本発明のシステム手帳の日付の表示例を示す図である。本表示例は手帳を逆にす
ることなく１月から１２月の週の日付を連続して表示する例である。
【００５９】
　実施例１では、セットＳの表面側に１月から６月まで週の日付が上方から下方へ向けて
表示され、次の見開きに手帳を逆にして７月から１２月の週の日付が上方から下方へ向け
て表示されている。
【００６０】
　これに対して、図７に示す表示例では、図７（ａ）の見開きでは実施例１と同様に上部
に順次表出している日付・時刻表示部２に日付が表示されているが、この見開きの次の見
開きである図７（ｂ）に示す見開きでは下部に順次表出している日付・時刻表示部２に次
の週を表示したものである。ある見開きの２週とその次の見開きの２週とは連続して表示
されるが、情報記入部７が上下逆に形成されることになる。
【実施例４】
【００６１】
　図８は本発明のシステム手帳の日付の別表示例を示す図である。
【００６２】
　図８に示す表示例は、左側は重ねられた上の用紙１が順次下側にずらされ、一方、右側
は重ねられた上の用紙が左側とは反対に順次上側にずらされてそれぞれセットＳになって
いる。見開き状態で、図８（ａ）の見開きでは、左側のセットＳは上部の日付・時刻表示
部２に日付、時刻が表示され、一方、右側のセットＳは下部の日付・時刻表示部２に日付
、時刻が表示される。図８（ａ）の見開きの次の見開きである図８（ｂ）に示す見開きも
前の見開きと同様に表示される。
【００６３】
　こうして、見開きを１年の前半と後半に分けて交互に表示することなく、１月から１２
月の週の日付を連続して表示することも可能である。
【００６４】
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　本実施例においても、７枚の用紙が重ねられた各セットの間には、各セットＳを仕切る
仕切用シート８が挟まれており、仕切用シート８でセットＳをめくって所定の用紙を開く
ことができる。
【実施例５】
【００６５】
　前記実施例１～５では見開きの状態において表示部に週単位で日付を表示したシステム
手帳であるが、本実施例は表示部に月単位で日付を表示したシステム手帳の例である。
【００６６】
　図９は本実施例のシステム手帳を見開きにした状態を示す斜視図、図１０は本実施例の
システム手帳において所定の日付を開く状態を示す斜視図、図１１は図９の見開きの状態
からめくった次の見開きの状態を示す斜視図、図１２は仕切用しおりの例を示す図である
。
【００６７】
　図９において、見開きの状態で左側および右側のそれぞれに、５枚の用紙１が重ねられ
てセットＳになっている。月は５週で表示するのが一般的であるので、１週を左側および
右側のそれぞれの用紙により表示するため、左側および右側のそれぞれに５枚の用紙１が
必要となる。
【００６８】
　実施例１と同様にセットＳの用紙１が順に下側にずらされ、各用紙１の上部が表出され
て順に表出部２が形成され、同時に各用紙１の裏面側にも、同様に各用紙１の下部が表出
されて順に表出部２が形成される。最後の５枚目のカードは情報記入部７が露出された状
態となる。
【００６９】
　　システム手帳は、見開きの状態において、左側の用紙の表出部２に週前半の日付を表
示し、右側の用紙の表出部２に残りの週後半の日付を表示することにより、両側の用紙の
表示部により１週間の日付を表示する。
【００７０】
　　なお、本実施例では、図９に示す年前半である１～６月が表示されている見開きのセ
ットＳをめくると、次の見開きは図１１に示すように年後半である７～１２月が表示され
る。したがって、本実施例では、セットＳの見開きにより、年前半である１～６月と年後
半である７～１２月が交互に表示されることになる。
【００７１】
　　図９に示す見開きと図１１に示す次の見開きは、用紙のずれる方向が逆となって表出
部２が上下逆方向に表出するので、日付の列は上下逆方向に表示されることになる。この
ため、システム手帳をすべての月の日付が上方から下方へ並ぶようにして利用するため、
裏面側の７月から１２月までの月を利用する際には手帳を逆にして、日付が上方から下方
へ表示されるようにする。
【００７２】
　　こうして週の前半及び後半毎にそれぞれ１枚の用紙１を使用して週の順に５枚の用紙
を重ねたセットＳを順次重ね、セットＳの表面側に表示される月と裏面に表示される月と
を合わせて１年分が綴り具に綴じられる。
【００７３】
　　用紙１には、日付を表示した表示部２に連続して、日々の行事、予定、仕事などの情
報を記入する情報記入部７が形成される。
【００７４】
　情報記入部７には、各日付毎に情報を記入するための記入スペースが罫線により区分さ
れている。
【００７５】
　　５枚の用紙１が重ねられた各セットＳの間には、各セットＳを仕切る仕切用シート８
が挟まれ、綴じられている。仕切用シート８で隣り合うセットＳを仕切ることにより、セ
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ットＳの用紙が他のセットＳの用紙と重なって混ざり合うことがなく、また、セットＳを
支持した仕切用シート８をめくって、所望の月を一度で開くことができる。
【００７６】
　　所望の月の仕切用シート８をめくりやすくするため、仕切用シート８の縁に見出し片
９を設け、所定の月を表示して検索し易いようにする。各仕切用シート８の見出し片９は
、見やすいようにずらして設ける。
【００７７】
　　本実施例のシステム手帳の使用方法は次のとおりである。
【００７８】
　　検索する月が表示されている、仕切用シート８の見出し片９を摘んでめくると、見開
きの状態において所定の月が現れる。さらに図１０に示すように、所定の日付のページを
開き予定等の情報を記入する。来月の見開きを開く場合、１月から６月までの月が表示さ
れている側の次の見出し片９を摘んでめくることにより、仕切用シート８が７月から１２
月の見開き分の用紙を一度に返して、来月の見開きが開かれる。
【００７９】
　　システム手帳を閉じ、再度開いて記入する場合には、所定の月が表示されている仕切
用シート８の見出し片９を摘んでセットＳをまとめてめくることにより、所定の月が容易
に開かれる。次いで所定の日付の用紙を開く。
【００８０】
　　１月から６月までの使用が完了すると、手帳を上下逆にして７月から１２月が開かれ
るようにする。７月から１２月についても、前記要領に従って、所定の月のセットＳを開
いて情報を記入することができる。
【００８１】
　該当する月を開き易くするため、図１２に示すように、手帳の上下方向の全長に亘る帯
状の仕切用しおり１５を使用してもよい。
【００８２】
　仕切用しおり１５は、綴じリング５に取り外し自在の切り溝１６を有する綴じ孔１７が
設けられ、簡単に綴じリング５に着脱できる。
【００８３】
　また、システム手帳の表紙の見開きに、重ねられた用紙が順次ずらされて各用紙の表面
側の上部および裏面側の下部に表出した表出部に月を表示する月表示部が形成されるとと
もに、前記月表示部に連続して情報を記入する情報記入部を形成したカレンダーを綴じて
もよい。これにより、年間行事、計画を表示することが可能となる。
【００８４】
　また、通常の手帳と同様に裏表紙の見開きに地図などを綴じてもよい。この場合、重ね
られた複数枚の用紙に、各用紙が平行に順次ずらされて表出により連続した地図表示部が
形成され、連続した地図表示部により全面に地図全体が表示され、各用紙の地図表示部を
除く部分に情報表示部が形成され、情報表示部に図形表示部に表示された区域についての
情報を表示することができ、検索もし易くなる。
【符号の説明】
【００８５】
　１：用紙　　　　　　　２：表出部
　３：ファイル　　　　　４：背表紙
　５：リング　　　　　　６：綴じ孔
　７：情報記入部　　　　８：仕切用シート
　９：見出し片　　　　１０：仕切り用カード
１１：見出し片　　　　１２：最上位の用紙
１３：最下位の用紙　　１４：見出し片
１５：仕切用しおり　　１６：切り溝
１７：綴じ孔
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